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まえがき

大陸棚調査室では，平成5年11月から平成6年5

月にかけて， 大型測量船「拓洋」により第31回大陸

棚調査として沖ノ鳥島周辺海域の調査を実施した．

ここでは， この調査結果の概要について報告する．

なお，本文中にて用いた沖ノ鳥島海盆とは従来当

部にて用いられた西マリアナ海盆及びパレス・ベラ

海盆と同地域を示す言葉であることをここに記す．

2.調査概要

調査海域は，北緯18。00＇及び北緯 21°00＇の緯度線，

東経135。00’及び東経137°30’の経度線で固まれた海

域で， 海域北部中央に沖ノ鳥島が位置する （第 l図

参照）．

調査期間は，平成5年11月11日から11月15日まで，

同年12月11日から12月14日まで，平成6年 1月10日

から 1月25日まで及び同年4月15日から 5月2日ま

での計43日間である．

調査の主測線は東西方向に6海里間隔とし， その

他必要に応じて補測線を設定した （第2図参照）．
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第1図 調査海域図
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第2図航跡図
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調査内容について，船位は複合測位装置（GPS 力計 PMM-100型（測線距離4143海里），重力は海上

等），測深はナローマルチビーム測深機（測線距離 重力計KSS30型（測線距離5207海里），底質採取は

5207海里），地質構造はエアガン方式のマルチチャン チェーンパック型採泥器（採泥点数3点）を使用し

ネル音波探査装置（測線距離280海里），同シングル て実施した．

チャンネル音波探査装置（測線距離4147海里），及び

表層探査装置（測線距離5207海里）， 地磁気は海上磁
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3.調査結果

(1) 海底地形 ・地質構造（第 3' 4' 5図参照）

本調査海域は，沖ノ鳥島を載せる九州｜・パラオ海

嶺が中央に縦走し，西側にフィリピン海盆，東側に

沖ノ鳥島海盆（西マリアナ海盆）と大きく 3つの地

形に区分きれる．

フィリピン海盆は，水深5500m～5800 mの平坦な

深海底で，海域北東部には比高500m程度の小海丘が

いくつか存在する．表層には遠洋性堆積物が覆って

おり，その下位に火山起源と思われる堆積層が存在

する．さらにその下位に音響的基盤が認められ，所々

小海丘として海底に露出している．

九州、｜・パラオ海嶺は NNE-SSWの走向をもち，西

21・ 00・
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20・ 00・

19・ 30・

19" 00・

18" 30・

18" 00・
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側斜面は緩やかで、，東側斜面は急傾斜となる非対象

的な地形を示す．九州、｜ ・パラオ海嶺上には比高2000

m～3000 m程度の海山が存在するが，沖ノ鳥島を含

めこれらの高まりは海嶺軸よりやや西側にずれて存

在する．緩やかな西側斜面には音響的に散乱する厚

い堆積層に覆われているが，急、な東側斜面は堆積層

が薄〈所々音響的基盤が露出している．

沖ノ鳥島海盆は平均水深が4500m前後で、あるが，

比高500m～ 1000 m程度の小海丘・小海盆が広範囲に

多数存在し，平坦なフィリピン海盆に比べ起伏に富

んだ地形を呈し様相が異なる．これらの小海丘 ・小

海盆には音響的基盤の上位に音響的に散乱する堆積

層が薄〈覆っている．

135" 00・ 135" 30・ 136"00・＇＼ 36"30・

第4図海底地形3Dイメージ図
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(2）底質（第 1表参照） ポール異常を含む波長の短い異常が認められ，それ

底質採取は九州・パラオ海嶺上の海山及ぴ小海嶺 らは沖ノ鳥島の東方海域においてより顕著である．

の山頂付近で実施し，その採取結果を第1表に示す． フィリピン海盆においては，過去の海底拡大の痕跡

得られた試料は細粒凝灰岩，軽石，マン方、ンノジュー と考えられる波長の長い異常が東西方向のリニエー

ル，砂，泥，海綿，さんご等で，採取した岩石は変 ションとして分布している．

質が著しい． (4) 重力異常（第 7図参照）

(3) 地磁気全磁力異常（第 6図参照） 本調査海域のフリーエア重力異常は海底地形にほ

本調査海域の地磁気異常は負の異常が卓越した ぽ対応した 40mGal～120mGal程度の異常を示す．

-250nT～ 150nT程度の異常を示している．沖ノ鳥 フィリピン海盆でiま－20mGal～ ーIOm Gal程度の弱

島及び九州・パラオ海嶺上の海山に対応する振幅300 い負の異常を示し，沖ノ鳥島海盆では多数存在する

nT～400nT程度のダイポール異常が認められる 小海丘・小海盆の影響は認められず O～lOmGal程

が，海域南西部の海山については顕著な異常が認め 度の割と平坦な正の異常を示しており， 2つの海盆

られない．沖ノ鳥島海盆で、は小海丘に対応した夕、イ の地下深部構造の違いを反映している．九州、｜・ パラ
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第1表底質採取記録一覧表

！採取地点 ｜地 形 ！採取年月日 ！ 採取地点 ！水深i底 質

0631001 海山山頂 I H札 25 18。18’N

0631002 I小海嶺山頂IHB.4. 26 ! 18° 42’N 
0631003 i 海山山頂 i HB.4.27 I 19。38’N

オ海嶺には海山の高まりに伴う正の異常が認めら

れ，その周辺にはモートの存在を示す負の異常が認

められる．
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